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＜連絡事項＞
・栄養管理室からの連絡。3/1（日）朝食より、1食あたりの汁物を2/3量に調整して提供する事となる。
＜患者様連絡事項＞
・種本　てる様～自排尿が無く、導尿で1200～1900mlの排尿を確認している状態であり、田名部Dr.より膀胱留置カテーテル挿入の指示を受ける。
・藤井　崇史様～不穏時）リスペリドン内用液(1)1P　10回分処方。
・小笠原　久年様～不穏時）レボトミン(25)1T 7回分処方。
＜入室状況＞
・入院：　林　田鶴子様　東A11
・部屋移動：中山　真由美様　東A11　→　東A14
　　　　　　高田　マキ様　　東A14　→　東A15
　　　　　　三浦　みよ子様　東A15　→　東C5
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。対面時穏やか。漫画や容姿に関する話し掛けあるが過度とはならず。特定男性患者に暴言を吐く様子も無い。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・袴田　将志様～時間隔離中。対面時穏やかで問題行動は無い。妄想言動、隠れ飲水も無い。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・田村　義之様～対面時は的を得た返答聞かれるがやや息切れ、言葉が詰まる様子あり。そわそわしている様子や不安感の訴えは無い。
・中居　松男様～食事は2/3～全量摂取、内服も促しにてスムーズ。他室侵入や突然の大声、放歌あるが介入にてトラブルは無い。粗暴行為はないがスタッフ介入時は威嚇的な言動、拒否見られる。
・甲地　茂子様～車椅子自操しホール内動き回っている。ケア時の抵抗見られ、スタッフ2名以上でケア行っている。
・種本　てる様～昨日準夜帯から自排尿無く都度導尿の指示をもらい対応していたが本日も同様に自排尿ない為、田名部Dｒ.へ報告、膀胱留置カテーテル挿入指示あり、留置している。食事は介助にて1/3程度摂取しむせ込みも無い。排便も確認している。
・和田　みよ子様～バイタルサイン異常無し。痰鳴あり都度吸引施行している。吸引施行時抵抗見られるが過度とはならず、スタッフ声掛けに対し小声ではあるが反応し返答している。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～他者と口論となる事や被害的な訴えが多く、表情硬くしている事が目立
つ。苛々等の訴えも多く、頓服薬内服の頻度も多い状況。引き続き、精
神症状の観察を続けていく。
＜入院患者様情報＞
日　　時：2月22日　12:38
氏　　名：林　田鶴子（はやし　たづこ）様

生年月日：昭和35年9月15日(59歳)
病　　名：統合失調症
性　　別：女性

主 治 医：田名部Dr.
入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Cユニット5号室
【経過】
　グループホームあおぞらへ入居中。

　H19.11.7 ～ H24.9.29迄当院への入院歴あり(1回目)。

退院後は当院への外来通院と訪問看護、就労継続支援事業所の利用をしながら自宅で生活
し、H29.8.1グループホームあおぞらへ入居。

　R1.12月末頃より、忘薬や拒薬する事が増え、都度世話人を通し対応していた。2月上旬
より就労継続支援の利用もできておらず、幻覚・妄想に左右され、介入にも拒絶し、居室
に施錠し、入浴もせず半裸で過ごす等、日常生活にも支障が出ている状況。診察時には「冬
眠していました」と話す。

　入院の説明後、入院に拒否的となり、男性スタッフ2名で誘導。薬剤調整目的の為、東
病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
・洗濯：世話人が対応。
・小遣い：本人に任せる。
・インフルエンザ：未接種
・緊急時：搬送希望（搬送先の希望なし）

※八戸西検診プラザへ採血結果（要精査）を報告する予定であるとの事。
　→入院時採血結果を報告していく予定。
　→書式はPSWで管理中。医師の記入欄あり。
